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平
成
二
十
八
度
通
常
総
会
が
五
月

十
七
日
（
火
）、
午
後
二
時
よ
り
、
ホ

テ
ル
ル
ブ
ラ
王
山
に
お
い
て
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　

第
一
号
議
案
の
平
成
二
十
七
年
度

事
業
報
告
及
び
第
二
号
議
案
収
支
決

算
を
上
程
し
、
監
査
報
告
を
了
承
、

平
成
二
十
八
年
度
事
業
計
画
案
及
び

予
算
案
は
い
ず
れ

も
原
案
通
り
承
認

可
決
い
た
し
ま
し

た
。
任
期
満
了
に

伴
う
役
員
改
選
で

は
、
須
田
総
務
委

員
長
が
仮
議
長
と

な
り
進
行
を
し
、

満
場
一
致
で
前
田

理
事
長
（
西
尾
支

部
）
が
再
任
さ
れ
ま

し
た
。

　

前
田
理
事
長
は

ご
挨
拶
の
中
で
、

「
厚
生
労
働
省
を
は

じ
め
、
先
駆
者
・

組
合
員
の
皆
さ
ま

の
お
か
げ
を
も
ち

ま
し
て
当
組
合
も

三
月
で
創
立
五
十

周
年
を
迎
え
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

　

今
年
度
の
事
業

と
い
た
し
ま
し
て
、
組
合
の
歴
史
を

掲
載
い
た
し
ま
し
た
記
念
誌
を
発
行

い
た
し
ま
す
。
ま
た
、
九
月
に
は
記

念
式
典
を
開
催
い
た
し
ま
す
。
多
く

の
組
合
の
皆
さ
ま
に
ご
参
加
頂
け
ま

す
よ
う
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

　

式
典
の
前
日
に
は
東
海
・
北
陸
ブ

ロ
ッ
ク
協
議
会
が
愛
知
県
で
行
わ
れ

る
な
ど
、
組
合
と
し
て
大
切
な
行
事

が
続
き
ま
す
。

　

組
合
の
団
結
力
が
必
要
と
な
っ
て

参
り
ま
す
の
で
、
皆
さ
ま
一
致
団
結

し
て
が
ん
ば
っ
て
ま
い
り
ま
し
ょ

う
。」と
所
信
を
か
た
り
ま
し
た
。

　

副
理
事
長
に
は

・
杉
山
博
康（
名
古
屋
ブ
ロ
ッ
ク
）

・
木
村
謙
一（
西
尾
張
ブ
ロ
ッ
ク
）

・
下
村
庄
平（
知
多
ブ
ロ
ッ
ク
）

・
米
田
昭
宏（
東
三
河
ブ
ロ
ッ
ク
）

・
杉
浦
朝
夫（
西
三
河
ブ
ロ
ッ
ク
）

・
水
野　

功（
理
事
長
推
薦
）

・
伊
藤
明
弘（
理
事
長
推
薦
）

以
上
７
名
が
全
員
留
任
い
た
し
ま
し

た
。

　

監
査
に
は

・
樅
山　

進
さ
ん（
碧
南
支
部
）

・
榊
原
政
弘
さ
ん（
常
滑
支
部
）

・
荻
山
恵
子
さ
ん（
名
東
支
部
）

以
上
の
３
名
が
就
任
さ
れ
ま
し
た
。

平
成
二
十
八
年
度
通
常
総
会

前
田
孝
二
理
事
長
が
再
任
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平成28年〜29年度  組合業務分掌表
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岡
崎
支
部	

成
瀬
　
　 

薫

知
立
支
部	

鈴
木
　 

利
幸

豊
橋
支
部	

伊
藤
　 

與
人

鳳
来
支
部	

菅
沼
　 

孝
夫

蒲
郡
支
部	

中
北 

東
洋
子

豊
田
高
岡
支
部	

竹
中
　 

健
二

新
城
支
部	

原
田
　 

民
夫

東
海
支
部	

阿
部
　 

禮
子

委
　
　
員

委
員
長

副
委
員
長

副
理
事
長

理
事
長

広　　報 融　　資 教育物資 厚生渉外 事　　業 財　　務 総　　務

一
宮
支
部	

岡
本
　 

隆
至

碧
南
支
部	

内
藤
　 

和
昇

渥
美
支
部	

上
村
　 

純
士

豊
田
支
部	

朝
日
　
　 

努

豊
田
支
部	

神
谷
　 

好
一

中
川
支
部	

伊
藤
　 

賢
三

南
支
部

漆
島 

八
重
子

安
城
支
部

松
川
　 

髙
敏

半
田
支
部

堀
場
　 

梅
吉

中
村
支
部

祖
父
江 

和
子

豊
川
支
部

永
井
　 
幹
雄

常
滑
支
部

岩
田
　 

賢
一

名
東
支
部

世
古
　
　 

剛

西
尾
支
部

石
川
　 

一
己

刈
谷
支
部

鈴
木
　 
俊
男

知
多
南
部
支
部

岩
本
　
　 

実

武
豊
支
部

須
田
　 

博
文

西
支
部

近
藤
　 

俊
博

豊
田
南
支
部

吉
田
　 

寿
也

西
春
日
井
支
部

櫻
井
　 

將
昭

豊
田
支
部

水
野
　
　 

功

豊
橋
支
部

米
田
　 

昭
宏

碧
南
支
部

杉
浦
　 

朝
夫

中
支
部

杉
山
　 

博
康

大
府
支
部

下
村
　 

庄
平

田
原
支
部

伊
藤
　 

明
弘

岩
倉
支
部

木
村
　 

謙
一

西
尾
支
部

前
田
　 

孝
二
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１
．
経
営
、
調
理
講
習
会
開
催

２
．
教
育
研
修
会
開
催

３
．
支
部
指
導
会
開
催

４
．
愛
知
飲
食
新
聞
新
聞
発
行

５
．
融
資
審
査
会
開
催

６
．
振
興
指
針
に
基
づ
く
振
興
計
画

の
推
進

７
．
未
加
入
地
域
の
支
部
組
織
の
結

成
並
び
に
支
部
ア
ウ
ト
サ
イ

ダ
ー
の
吸
収
に
よ
る
組
合
員
の

増
加
促
進

８
．
関
係
商
社
の
商
品
斡
旋

９
．
日
本
政
策
金
融
公
庫
の
融
資
貸

　

永
年
に
わ
た
る
業
界

の
発
展
と
生
活
衛
生
の

向
上
に
尽
く
さ
れ
て
き

た
ご
功
労
に
よ
り
、
当

組
合
理
事
長
の
前
田
孝

二
氏
が
旭
日
双
光
章
を

賜
与
さ
れ
ま
し
た
。

　

伝
達
式
は
五
月
九

日
、
愛
知
県
議
会
議
事

堂
に
て
執
り
行
わ
れ
、

五
月
十
八
日
皇
居
宮
殿

天
皇
陛
下
に
拝
謁
さ
れ

ま
し
た
。

　

栄
え
あ
る
受
賞
を
お
慶
び
申
し
上

げ
ま
す
と
と
も
に
、
今
後
の
益
々
の

ご
活
躍
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

■
前
田
　
孝
二
氏

　

昭
和
二
十
一
年
三
月
十
九
日
生

　
　
　
　
　
　
　
（
70
歳
）

　

西
尾
市
塩
町
で「
錦
」を
経
営

●
団
体
歴

　
昭
和
五
十
六
年
六
月

　

愛
知
県
飲
食
環
境
衛
生
同
業
組
合

理
事
に
就
任
、
現
在
に
至
る
。

　
平
成
七
年
五
月

　

愛
知
県
飲
食
環
境
衛
生
同
業
組
合

常
務
理
事
に
就
任
。

組
合
事
業
並
び
に
行
事

付
条
件
等
の
改
善
実
施
の
運
動

10
．
生
活
衛
生
関
係
営
業
経
営
改
善

資
金
貸
付
額
の
増
額
及
び
返
済

期
間
の
延
長
運
動

11
．
第
54
回
全
飲
連
全
国
大
会

　
　
（
富
山
県
）
並
び
に
中
央
会
主
催

の
研
修
会
参
加

12
．
組
合
員
及
び
家
族
並
び
に
従
業

員
の
福
利
厚
生
事
業
の
推
進

13
．
カ
ラ
オ
ケ
契
約
手
続
き
の
推
進

及
び
日
本
音
楽
著
作
権
協
会
と

の
連
絡
協
調

14
．
ス
ポ
ー
ツ
振
興
事
業

15
．
生
活
衛
生
営
業
振
興
対
策
費
補

助
金
事
業

16
．
全
飲
連
カ
ー
ド
加
入
促
進
事
業

17
．
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ「
愛
知
県
グ
ル
メ

飲
食
ガ
イ
ド
」参
加
推
進
事
業

　
平
成
十
四
年
五
月

　

愛
知
県
飲
食
生
活
衛
生
同
業
組
合

副
理
事
長
に
就
任
。

　
平
成
二
十
年
五
月

　

愛
知
県
飲
食
生
活
衛
生
同
業
組
合

理
事
長
に
就
任
、現
在
に
至
る
。

●
受
賞
歴

　
平
成
十
四
年
十
月

　
　

全
国
生
活
衛
生
同
業
組
合
中
央

会
理
事
長
表
彰

　
平
成
十
六
年
六
月

　
　

厚
生
労
働
省
健
康
局
長
表
彰

　
平
成
十
九
年
十
月

　
　

厚
生
労
働
大
臣
表
彰

　
平
成
二
十
二
年
十
一
月

　
　

藍
綬
褒
章

　

今
年
度
よ
り
新
た
に
４
名
の
方

が
支
部
長
と
し
て
ご
活
躍
い
た
だ

い
て
お
り
ま
す
。
皆
さ
ま
ど
う
ぞ

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　

ご
躍
進
を
期
待
申
し
上
げ
ま
す
。

▼
瀬
戸
支
部

　
　

宇
佐
見　

峰
夫　

さ
ん

　
　
（
季
節
料
理　

双
葉
）

▼
足
助
支
部

　
　

深
見　

嘉
一　

さ
ん

　
　
（
山
の
さ
か
な
屋
さ
ん
ま
る
八
）

▼
碧
南
支
部

　
　

内
藤　

和
昇　

さ
ん

　
　
（
日
吉
軒
）

▼
豊
田
高
岡
支
部

　
　

竹
中　

健
二　

さ
ん

　
　
（
レ
ス
ト
ラ
ン
エ
ン
ジ
ェ
ル
）

▼
渥
美
支
部

　
　

上
村　

純
士　

さ
ん

　
　
（
角
上
楼
）

平
成
二
十
八
年
度

事
業
計
画

新
支
部
長
の
紹
介

前
田
孝
二
氏
　
旭
日
双
光
章
受
章
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動
喫
煙
防
止
策
に
努
め
、
喫
煙
環
境

ス
テ
ッ
カ
ー
を
組
合
員
全
店
に
貼
付

す
る
こ
と
に
努
め
る
。

　

以
上
の
と
お
り
本
年
度
の
全
飲
連

重
要
事
業
目
標
と
し
て
、
次
の
通
り

宣
言
す
る
。

　

本
日
の
富
山
県
大
会
の
開
催
に
あ

た
り
、
全
国
の
飲
食
業
界
を
代
表
す

る
わ
れ
わ
れ
は
、
国
民
の
食
生
活
に

お
け
る
消
費
者
ニ
ー
ズ
の
多
様
化
、

消
費
者
へ
の
安
心
、
安
全
を
常
に
提

供
し
、
経
済
社
会
に
対
応
す
べ
く
飲

食
事
業
者
と
し
て
の
役
割
を
担
い
飲

食
業
界
の
経
営
環
境
の
向
上
、
発
展

に
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

ま
た
、
本
大
会
を
契
機
に
、
引
き

続
き
全
国
組
合
員
が
一
丸
と
な
り
、

新
た
な
出
発
点
と
し
て
、
組
合
組
織

の
存
在
と
活
性
化
を
図
り
、
そ
こ
に

文
化
的
価
値
の
追
求
、
地
域
経
済
の

動
向
を
真
剣
に
考
え
、
我
々
飲
食
事

業
者
は
国
民
の
信
託
に
応
え
る
た
め

に
努
力
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

な
お
、
東
日
本
大
震
災
を
は
じ
め
、

先
月
発
生
の
平
成
二
十
八
年
熊
本
地

震
に
お
い
て
被
災
さ
れ
た
関
係
組
合

員
の
一
日
も
早
期
の
復
興
を
全
国
組

合
一
丸
と
な
っ
て
支
援
す
る
こ
と
と

し
た
い
。

　

以
上
の
よ
う
に
、
全
飲
連
の
重
要

　

五
月
二
十
五
日
（
水
）、
第
54
回
全

飲
連
全
国
富
山
県
大
会
が
「
水
・

食
・
人　

き
と
き
と
富
山
に
来
ら
れ

ん
か
」
を
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
に

「
オ
ー
バ
ー
ド
・
ホ
ー
ル
」
で
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　

午
後
一
時
過
ぎ
に
大
会
会
場
へ
到

着
、「
活
性
化
フ
ェ
ア
」
や
、
民
謡
等

の
「
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ

ン
」
等
を
見
学
し
、
大
会
に
臨
み
ま

し
た
。

　

①
全
飲
連
組
織
が
持
続
的
か
つ
安

定
し
た
発
展
を
続
け
て
い
く
た
め

に
、
経
済
、
社
会
の
動
向
を
踏
ま
え
、

飲
食
業
界
の
更
な
る
発
展
と
社
会
的

地
位
向
上
を
目
指
す
と
と
も
に
、
組

織
拡
充
対
策
と
し
て
毎
年
十
一
月
の

生
活
衛
生
同
業
組
合
活
動
推
進
月
間

を
活
用
し
、
地
域
に
お
い
て
行
政
等

と
の
連
携
の
も
と
本
年
作
成
の
組
合

加
盟
店
表
示
板
の
掲
示
と
活
用
を
図

る
と
共
に
、
新
規
事
業
者
等
の
組
合

加
入
促
進
と
、
併
せ
て
全
飲
連
の
組

織
力
を
生
か
し
た
組
合
活
動
に
全
力

を
注
ご
う
。

　

②
消
費
税
の
免
税
点
の
引
き
上
げ

を
求
め
、
現
行
の
交
際
費
損
金
算
入

制
度
の
延
長
と
企
業
規
模
を
問
わ
ず

全
額
控
除
と
な
る
よ
う
、
飲
食
業
界

へ
の
消
費
拡
大
と
地
域
経
済
の
活
性

化
に
期
待
し
つ
つ
、
強
く
要
望
す
る

も
の
で
あ
る
。

　

ま
た
、
全
面
禁
煙
や
厳
格
な
分
煙

基
準
の
み
を
一
律
に
規
制
す
る
法
律

等
の
制
定
に
反
対
し
、
自
主
的
な
受

事
業
目
標
を
掲
げ
て
盛
大
に
大
会
が

繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。

　

表
彰
式
で
は
、
厚
生
労
働
省
健
康

局
長
賞
に
石
川
一
己
さ
ん
（
西
尾
支

部
）、
神
谷
好
一
さ
ん
（
豊
田
支
部
）、

全
国
生
活
衛
生
同
業
組
合
中
央
会
理

事
長
感
謝
状
に
吉
田
寿
也
さ
ん
（
豊

田
南
支
部
）、
全
飲
連
会
長
表
彰
に

11
名
の
方
が
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。
ま

た
、
全
飲
連
会
長
特
別
感
謝
状
に
豊

橋
支
部
（
米
田
昭
宏
副
理
事
長
）、
豊

田
支
部（
水
野
功
副
理
事
長
）の
二
支

部
が
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

　

来
年
は
六
月
十
三
日
（
水
）
に
「
彩

食
・
彩
飲
・
ち
ょ
っ
と
驚
き
埼
玉

県
」を
テ
ー
マ
に
さ
い
た
ま
市「
大
宮

ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
大
ホ
ー
ル
」
で
開

催
さ
れ
ま
す
。

愛
知
県
か
ら
は
69
名
が
参
加

第
五
十
四
回
全
飲
連
全
国
富
山
県
大
会

▼
大
会
ス
ロ
ー
ガ
ン

▼
大
会
宣
言
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税理士業界最安値へ挑戦！！

記帳代行　月額５,０００円～（税抜）
通帳、領収書、請求書だけでOK!!

まずはお見積もりのお電話を！（無料）

後藤会計事務所 名古屋市北区柳原一丁目17番15号
TEL 052-508-7006    FAX 052-508-7032

http://www.keiri-nagoya.com

AAAAAAAAAAAAA
AAAAAAAAAAAAA
AAAAAAAAAAAAA
AAAAAAAAAAAAA
AAAAAAAAAAAAA
AAAAAAAAAAAAA
AAAAAAAAAAAAA
AAAAAAAAAAAAA
AAAAAAAAAAAAA
AAAAAAAAAAAAA
AAAAAAAAAAAAA
AAAAAAAAAAAAA
AAAAAAAAAAAAA
AAAAAAAAAAAAA
AAAAAAAAAAAAA
AAAAAAAAAAAAA
AAAAAAAAAAAAA
AAAAAAAAAAAAA
AAAAAAAAAAAAA
AAAAAAAAAAAAA
AAAAAAAAAAAAA
AAAAAAAAAAAAA
AAAAAAAAAAAAA
AAAAAAAAAAAAA
AAAAAAAAAAAAA

　

近
年
は
ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
な
ど
予
防

の
難
し
い
食
中
毒
や
、
焼
肉
・
漬
け

物
の
よ
う
な
事
故
、
Ｏ-

１
５
７
な

ど
の
ニ
ュ
ー
ス
を
よ
く
耳
に
し
ま

す
。
飲
食
店
を
経
営
す
る
皆
さ
ま
に

と
っ
て
も
他
人
事
で
は
済
ま
さ
れ
な

い
時
代
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

そ
こ
で
全
飲
連
で
は
組
合
員
の
皆

様
向
け
に
保
険
を
取
り
そ
ろ
え
て
お

り
ま
す
。

　

組
合
な
ら
で
は
の
低
価
格
の
掛
け

金
、
全
飲
連
な
ら
で
は
の
充
実
し
た

補
償
内
容
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

特
に
ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
に
つ
き
ま
し

て
は
、対
応
し
て
い
る
保
険
は
少
数
で

す
の
で
、ぜ
ひ
こ
の
機
会
に
加
入
さ
れ

て
い
る
保
険
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

詳
細
に
つ
き
ま
し
て
は
、
お
問
い
合

わ
せ
先
ま
た
は
、
組
合
本
部
ま
ま
で

お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

組
合
取
り
扱
い
保
険
の

ご
案
内

今、あなたに
万が一のことがあった場合、
ご家族やお店の収入の備えは
大丈夫ですか？

訴訟社会といわれる現代…
賠償への備えは
できていますか？

万が一の際の所得を補償してくれる、
制度をご存知ですか？

・プライベートまで24時間補償
・当組合の団体割引制度によりお得な保険料
・わかりやすい補償内容
・お客様のご要望に合わせた複数のプランをご用意
・入院中から自宅療養まで幅広くカバー
・医師の診断不要で簡単な告知のみでOK!!
・リスクの高いがん補償もご用意！

詳しくは組合事務局もしくは下記の担当者までお気
軽にお問い合わせください。

東京海上日動火災保険㈱
全飲連担当窓口
古川　章太
TEL：090-3582-7266

店舗内のトラブル、賠償責任発生時の強い味方!!
あらゆるニーズに対応できる複数のプランをご用意!!
損害や賠償はもちろん、休業にも対応できるワイドな
補償内容!!
売り上げ換算式だから、合理的かつ、団体制度による
お得な保険料

食中毒や接客中のトラブル…
高額な賠償責任が発生したらどうしよう…

割安な保険料で、安心して営業ができる!!!!つまり…

そこで!!
営業中のもしものトラブルに
安心の補償制度

是非ご活用ください。
詳しくは組合事務局
までお気軽にお問い
合わせください。
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組
合
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
が
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
ま
し
た

　

二
月
二
十
六
日
（
金
）、
ル
ブ
ラ
王

山
に
お
き
ま
し
て
愛
知
県
生
活
衛
生

同
業
組
合
連
合
会
主
催
の
「
平
成

二
十
七
年
度
第
三
回
講
習
会
」
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　

舟
橋
会
長
ご
挨
拶
後
、
愛
知
県
健

康
福
祉
部
保
健
医
療
局
の
課
長
補
佐

二
名
を
講
師
と
し
て
お
招
き
し
、「
食

品
衛
生
行
政
の
最
近
の
動
き
」「
環

境
衛
生
行
政
の
最
近
の
動
き
」
を

テ
ー
マ
に
講
習
を
行
い
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
引
き
続
き
愛
知
県
指
導

セ
ン
タ
ー
主
催
の「
税
務
講
習
会
」も

開
催
さ
れ
、
組
合
員
や
経
営
特
別
相

談
員
の
方
々
が
熱
心
に
受
講
さ
れ
ま

し
た
。

理
事
会
が

開
催
さ
れ
ま
し
た

講
習
会
が

開
催
さ
れ
ま
し
た

　

四
月
十
四
日
（
木
）、
愛
旅
連
ビ
ル

三
階
会
議
室
に
お
き
ま
し
て
理
事
会

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

議
題
は
「
平
成
二
十
七
年
度
決
算

及
び
事
業
報
告
」「
平
成
二
十
八
年

度
予
算
及
び
事
業
計
画
」「
役
員
改

選
」
な
ど
多
岐
に
わ
た
り
協
議
を
行

い
ま
し
た
。

　

今
年
は
組
合
創
立
五
十
周
年
と
い

う
こ
と
で
、
事
業
計
画
に
つ
い
て
は

念
入
り
に
話
し
合
い
が
行
わ
れ
ま
し

た
。

　

そ
れ
ぞ
れ
の
担
当
副
理
事
長
よ
り

報
告
事
項
、
提
案
事
項
が
あ
り
、
い

ず
れ
も
了
承
さ
れ
ま
し
た
。

　

平
成
二
十
七
年
度
の
補
助
金
を
受

け
、
組
合
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
が
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
い
た
し
ま
し
た
。

　

今
ま
で
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
よ
り

も
、
知
り
た
い
情
報
や
新
し
い
情
報

が
見
つ
け
や
す
く
な
り
ま
し
た
。

　

必
要
な
書
類
の
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
も

引
き
続
き
出
来
る
よ
う
に
な
っ
て
お

り
、
よ
り
便
利
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

メ
ー
ル
フ
ォ
ー
ム
か
ら
の
お
問
い

合
わ
せ
も
出
来
る
よ
う
に
な
っ
て
い

ま
す
の
で
、
時
間
に
関
係
な
く
お
問

い
合
わ
せ
し
て
い
た
だ
く
こ
と
が
で

き
ま
す
。（
返
信
は
事
務
局
の
営
業

時
間
中
と
な
り
ま
す
）

▽
愛
知
県
グ
ル
メ
飲
食
店
ガ
イ
ド

　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
右
上
の
「
お
店
探

し
」、
下
部
「
お
店
探
し
は
こ
ち
ら
」

の
バ
ナ
ー
か
ら
見
て
い
た
だ
く
こ
と

が
で
き
ま
す
。

▽
新
着
情
報

　

前
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
と
同
様
に
新
着

情
報
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
下
部
「
Ｎ
Ｅ
Ｗ
Ｓ
」

か
ら
見
て
頂
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

様
々
な
新
着
情
報
を
事
務
局
よ
り

お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
の
で
是
非
ご

覧
く
だ
さ
い
。

▽
新
規
加
入
者
へ
の
情
報

　

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
た
こ
と
に
よ
り

加
入
希
望
者
か
ら
情
報
が
見
や
す
く

な
っ
て
い
ま
す
。
融
資
・
組
合
活

動
・
健
康
保
険
・
加
入
方
法
な
ど
明

記
さ
れ
て
い
ま
す
。

当組合は
創立50周年を迎えました。
　記念すべきこの年を一つの区切りとして組合活動を振り
返り、今日までの先輩諸兄のご苦労に対し敬意を表すと共
に、組合活動にご尽力頂いている組合員各位と喜びを共有
し、次なる組合活動の飛躍をすべく節目の年にしていきた
いと思っております。
　様々な場面で皆様のお力が必要となって参りますので、
どうぞご協力をお願い申し上げます。

組
合
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
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愛
知
県
飲
食
生
活
衛
生
同
業
組
合

　 田
原
支
部

　   

支
部
長
　   

伊
藤
明
弘

〒
四
四
一
|

三
四
二
一

田
原
市
田
原
町
築
出
五
七

電
話 〈
〇
五
三
一
〉
二
三
|

〇
六
七
五

南
知
多
町
大
字
内
海
字
先
苅
31
|

2

電
話 〈
〇
五
六
九
〉六
二
|
〇
四
〇
三

愛
知
県
飲
食
生
活
衛
生
同
業
組
合

た
こ
と
ふ
ぐ
の
島

日
間
賀
島
へ

　
　
　ど
う
ぞ

知
多
南
部
支
部
長

岩
本

　実

愛
知
県
飲
食
生
活
衛
生
同
業
組
合

　 蒲
郡
支
部

　   

支
部
長
　   

中
北

　東
洋
子

〒
四
四
三
|

〇
〇
二
一

蒲
郡
市
三
谷
町
東
前
六
二
|
二
二

電
話 〈
〇
五
三
三
〉
六
八
|

七
八
一
二

組
合
員
一
同

FFFFFFFF
FFFFFFFF
FFFFFFFF
FFFFFFFF
FFFFFFFF
FFFFFFFF
FFFFFFFF
FFFFFFFF
FFFFFFFF
FFFFFFFF
FFFFFFFF
FFFFFFFF
FFFFFFFF
FFFFFFFF
FFFFFFFF
FFFFFFFF
FFFFFFFF
FFFFFFFF
FFFFFFFF
FFFFFFFF
FFFFFFFF
FFFFFFFF
FFFFFFFF
FFFFFFFF
FFFFFFFF

お詫び

　

二
月
十
七
日（
水
）十
八
日（
木
）の

両
日
、
石
川
県「
山
代
温
泉『
ゆ
の
く

に
天
祥
』」
に
お
い
て
教
育
研
修
会
を

開
催
い
た
し
ま
し
た
。

　

午
前
７
時
前
に
豊
橋
を
出
発
、
各

地
を
経
由
し
雪
の
積
も
る
北
陸
へ
と

進
め
、「
日
本
料
理『
一
乃
松
』」に
て
、

衛
生
に
関
す
る
研
修
後
、
昼
食
と
な

り
ま
し
た
。
そ
の
後
は
越
前
打
刃
物

会
館
刃
物
の
里
で
刃
物
工
場
を
見
学

し
、
小
松
市
の
酒
蔵「
金
紋
酒
造
」に

て
酒
蔵
の
方
か
ら
説
明
を
受
け
な
が

ら
試
飲
を
い
た
し
ま
し
た
。

　

夏
本
番
を
迎
え
、
海
や
山
で
は
本

格
的
な
レ
ジ
ャ
ー
シ
ー
ズ
ン
が
到
来

し
ま
す
。

　

こ
の
時
期
は
、
行
楽
の
た
め
自
動

車
を
運
転
す
る
機
会
が
増
え
る
ほ
か
、

暑
さ
や
レ
ジ
ャ
ー
の
疲
れ
か
ら
運
転

者
の
注
意
力
が
散
漫
に
な
り
が
ち
で

す
。
ま
た
、
屋
外
で
遊
ぶ
子
ど
も
た

ち
や
夕
涼
み
な
ど
で
外
出
す
る
高
齢

者
も
増
え
る
た
め
、
交
通
事
故
に
巻

き
込
ま
れ
る
危
険
性
が
高
ま
り
ま
す
。

　

県
民
一
人
一
人
が
交
通
安
全
意
識

を
高
め
、
交
通
事
故
の
防
止
に
努
め

ま
し
ょ
う
。

◇�

期
間
　
七
月
十
一
日
（
月
）
か
ら

二
十
日（
水
）ま
で
の
十
日
間

◇
運
動
重
点

・
子
ど
も
と
高
齢
者
を
交
通
事
故
か

ら
守
ろ
う

・
後
部
座
席
を
含
め
た
全
て
の
座
席

で
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
と
チ
ャ
イ
ル
ド

シ
ー
ト
を
正
し
く
着
用
し
よ
う

1月発行193号の新年名刺広告欄に不備がございました。
ここにお詫びし掲載させて頂きます。

夏
の
交
通
安
全
県
民
運
動
を

実
施
し
ま
す

　

翌
日
は
加
賀
藩
・
日
本
折
紙
記
念

館
に
立
ち
寄
り
気
の
遠
く
な
る
よ
う

な
細
か
な
作
品
や
、
目
を
見
張
る
ば

か
り
の
き
ら
び
や
か
な
作
品
を
見
学

し
、
帰
路
に
つ
き
ま
し
た
。

　

各
施
設
に
お
い
て
、
食
材
・
調
理

器
具
・
販
売
経
路
な
ど
説
明
を
受
け

実
り
多
い
教
育
研
修
会
と
な
り
ま
し

た
。

　

今
年
度
の
教
育
研
修
会
の
内
容
は

未
定
で
は
ご
ざ
い
ま
す
が
、
よ
い
ア

イ
デ
ア
や
コ
ー
ス
が
ご
ざ
い
ま
し
た

ら
、
教
育
・
物
資
担
当
ま
で
ぜ
ひ
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

・
自
転
車
の
安
全
利
用
を
進
め
よ
う

・
飲
酒
運
転
を
根
絶
し
よ
う

◇
問
合
せ
先
　
県
県
民
生
活
部
地
域

安
全
課　

電
話（
〇
五
二
）九
五
四

-

六
一
七
七（
ダ
イ
ヤ
ル
イ
ン
）

Ｆ
Ａ
Ｘ
（
〇
五
二
）
九
五
四-

六
九
一
〇

▽
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

http://w
w
w
.pref.aichi.jp/

chiiki-anzen/koutu/index.htm
l

愛
知
県
だ
よ
り

教
育
研
修
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た

〔7〕 第194号



味は譲れないと思いますが
あぶら、譲ってください。

天油買取

　

４
月
17
日
（
日
）、
18
日
（
月
）

の
両
日
、
南
支
部
の
定
時
総
会

が
伊
東
温
泉
「
ホ
テ
ル
聚
楽
」
に

て
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
午
前
８
時
半
よ
り
各

地
を
出
発
、
途
中
三
島
の「
沼
津

ぐ
る
め
街
道
の
駅
」で
昼
食
、
富

士
山
を
望
む
日
本
最
長
の
三
島

大
吊
橋
を
渡
り
、
伊
豆
ス
カ
イ

ラ
イ
ン
経
由
で
到
着
後
、
定
時

総
会
を
開
始
い
た
し
ま
し
た
。

　

漆
島
八
重
子
支
部
長
の
ご
挨

拶
後
、
全
て
の
議
案
は
可
決
承

認
さ
れ
ま
し
た
。そ
の
後
の
懇
親

会
で
は
、
来
賓
、
組
合
員
、
ご
家

族
、
お
客
様
を
合
わ
せ
総
勢
46

名
で
賑
や
か
な
時
間
を
過
ご
し

ま
し
た
。

　

翌
日
の
観
光
で
は
、
伊
豆
パ

ノ
ラ
マ
パ
ー
ク
を
見
学
し
帰
路

に
つ
き
ま
し
た
。

　

４
月
20
日
（
水
）
南
知
多
町
師

崎
「
活
魚
の
美
船
」
に
お
き
ま
し

て
、
西
支
部
の
28
年
度
総
会
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
午
前
８
時
半
に
円
頓

寺
を
出
発
、国
盛「
酒
の
文
化
館
」

を
見
学
後
、
会
場
へ
到
着
い
た

し
ま
し
た
。

　

近
藤
俊
博
支
部
長
の
ご
挨
拶

後
、
平
成
27
年
度
事
業
報
告
、

同
収
支
報
告
及
び
、
平
成
28
年

度
事
業
計
画
案
、
収
支
報
告
案

が
協
議
さ
れ
、
原
案
通
り
承
認

可
決
い
た
し
ま
し
た
。

　

総
会
終
了
後
は
懇
親
会
を
兼

ね
、師
崎
で
水
揚
げ
さ
れ
た
魚
料

理
の
昼
食
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

帰
路
で
は
、豊
浜「
魚
ひ
ろ
ば
」

を
見
学
し
楽
し
い
ひ
と
と
き
を

過
ご
し
ま
し
た
。

　

５
月
末
日
現
在
の
愛
知
県
の

交
通
死
亡
者
数
は
72
名
と
な
っ

て
お
り
前
年
比
は
-5
名
で
す
が
、

依
然
ワ
ー
ス
ト
ワ
ン
の
不
名
誉

な
記
録
が
続
い
て
お
り
ま
す
。

こ
の
事
態
に
一
矢
報
い
よ
う
と

４
月
６
日
か
ら
15
日
の
10
日
間

に
か
け
て
行
わ
れ
ま
し
た「
春
の

全
国
交
通
安
全
運
動
」
に
合
わ

せ
、
飲
酒
運
転
根
絶
を
呼
び
か

け
る
ポ
ス
タ
ー
を
田
原
・
渥
美

の
両
支
部
が
作
成
し
、
両
支
部

の
組
合
員
２
０
７
件
に
配
布
い

た
し
ま
し
た
。

　

店
舗
で
は
歓
迎
会
や
お
花
見

な
ど
飲
酒
の
機
会
が
増
え
る

シ
ー
ズ
ン
の
来
客
へ
も
飲
酒
運

転
撲
滅
の
呼
び
か
け
も
行
い
ま

し
た
。

　

こ
の
様
子
は
３
月
31
日
付
け

の
「
中
日
新
聞
東
三
河
版
」
及
び

３
月
24
日
付
け
「
東
日
新
聞
」
に

て
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

支
部
だ
よ
り

南
支
部

西
支
部

田
原
支
部
　
渥
美
支
部
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